
2010年 (平成 22年 )5月 26日

特llli寄稿 い 離継番饂鍵盤懸華彗締:乗醍競

水 ビジネスにおける地方自治体の動き

業
を
、

５
年
間
以
上
事
業
経
営
を
　
れ
支
援
し
て
い
る
。　

　
　
　
　
　
で
あ
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
国
の
政
府
の
崩
壊
、

為
替
の
変

水

肘
↓
薄
隷

仰
距
な
ネ

ス
　

車
車
時
中
中
学
】

准
焼
ォ
狂
筆
れ

準
申
諦
宋
中
寺
沖
率
的
の
峰
沖

帥

感
昨
義
中
寺
鞠
的
中
中
〕
和
，
か

∞
↓
中
む
”
帥
車
”
李
帥
錦
の
中

人
口
増
加
、

経
済
発
展
で
水
ビ
　
　
日
本
で
は
上
下
水
道
事
業
は
、

　

外
水
ビ
ジ
ネ
ス
を
も
視
野
に
入
れ
　
グ
を
開
始
、

政
府
系
金
融
機
関
　
あ
る
の
で
、

国
の
関
与

（政
府
系

ジ
ネ
ス
が
世
界
中
で
急
拡
大
し
て

地
方
自
治
体
が
経
営
し
て
お
り
、

　

て
い
る
。

ま
た
東
京
都
は
１０
年
４
　

（４
社
）
、

民
間
金
融
機
関

（５
　
金
融
機
関
の
融
資
、

貿
易
保
険
の

い
る
。

２
０
２
５
年
に
は
、

そ
の
　
日
本
企
業
が
、

こ
れ
か
ら
海
外
市

月
８
日
、

猪
瀬
直
樹
副
知
事
を
中

社
）
、

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
　
適
用
、

外
交
努
力
）
も
不
可
欠
で

市
場
が
１
１
０
兆
円
に
拡
大
す
る

場
に
出
て
ゆ
く
た
め
に
は
、

経
営
　
心
と
す
る

「海
外
事
業
調
査
研
究

　

（５
社
）
、

商
社

（４
社
）
、

水
　
あ
る
。

試
算
も
出
て
い
る
。

水
ビ
ジ
ネ
ス
　
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

っ
た
地
方
自
治
体

会
」
を
設
立
し
、

水
ビ
ジ
ネ
ス
に
　
処
理
メ
ー
カ
ー

（１１
社
）
か
ら
積

〕
帥

時
印
中
，
”
時
靭
串
幸
嘩
争
　
〕
キ
時
本
車
申
呻
”
咋
卑
い
中
力

昨
鞠
却
寺
の
中
帥
車
〕
中
〕
】
「

帥
蜘
難
兼
靭
暖
帥
蜘
れ
峨

珊
を
ま

　

日
本

的

力ヽ 保
崎
頭
輸

貢
献

を

は
お
よ
そ
１０
％
だ

っ
た
が
、

１５
年
　
不ヽ
ス
ヘ
の
取
り
組
み
が
活
発
化
し
　
ス
に
乗
り
出
す
幸

に
は
１６
％
に
拡
大
す
る
と
の
予
測
　
て
い
る
。

Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
エ
ア
　
の
は
、

海
外
で
活
動
す
る
法
的
な
　
た
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
海
外
移
転
に

ム
ズ
ウ
ォ
ー
タ
ー

）
が
市
場
を
寡
　
　
既
に
、

日
本
の
自
治
体
が
単
独
　
リ
ン
グ
、

野
村
総
合
研
究
所
は
、

　

根
拠

（水
道
法
、

地
方
公
営
企
業
　
よ
る
Ｏ
Ｂ
の
活
用
と
国
際
貢
献
、

占
し
て
い
た
が
、

最
近
で
は
新
興
　
で
途
上
国
の
水
事
業
を
支
援
し
て

一象
州
の
生
活
用
水
確
保
、

雨
水
処
　
法
、

地
方
公
務
員
法
、

派
遣
法
な
　
ひ
い
て
は
地
場
産
業
の
国
際
競
争

国
や
新
し
い
勢
力
が
台
頭
し
、

０８
　
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
い
。

北
　
理
を
行
う
Ｆ
Ｓ
調
査
を
始
め
た
。

　

ど
）
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
　
力
、

雇
用
機
会
の
創
出
に
も
つ
な

年
末
で
は
、

民
営
化
市
場
で
の
彼
　
九
州
市
は
中
国

（昆
明
市
、

大
連
　
一象
州
で
は
未
曾
有
の
干
ば
つ
に
見
　
で
あ
る
。

新
た
な
公
民
連
携
の
仕
　
が
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

ら
の
市
場
占
有
率
は
約
４
割
ま
で

市
）
、

カ
ン
ボ
ジ
ア

（プ
ノ
ン
ペ
　
舞
わ
れ
、

現
在
、

海
水
淡
水
化
の
　
組
み
が
必
要
で
あ
る
れ
ま
た
議
会
　
　
日
本
に
は
世
界
に
誇
れ
る
良
い

低
下
し
た
。

し
か
し
上
下
水
道
事
　
ン
市
）
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

（
ス
ラ
　
計
画
が
め
じ
ろ
押
し
だ
が
、

使

っ
　
と
の
関
係
で

「な
ぜ
市
民
の
水
道
　
技
術
が
有
り
な
が
ら
、

そ
れ
を
世

業
を
川
上

（
取
水
）
か
ら
川
下
　
バ
ヤ
市
）
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
　
た
水
の
再
利
用
な
ど
日
本
の
膜
技

料
金
で
、

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
　
界
展
開
し
よ
う
と
す
る
意
思
が
な

（料
金
徴
収
）
ま
で
、　

一
貫
し
て
　
上
下
水
道
事
業
を
、

大
阪
市
水
道
　
術
が
生
か
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
の
か
、

そ
の
メ
リ
ッ
ト

・
デ
メ
リ
　
か

っ
た
が
、

最
近
に
な
り
海
外
勢

で
き
る
水
メ
ジ
ャ
ー
の
存
在
は
依
　
局
は
ベ
ト
ナ
ム

・
ホ
ー
チ
ミ
ン
水
　
　
大
阪
市
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
環
境
　
ッ
ト

・
リ
ス
ク
を
ど
う
考
え
て
い
　
に
刺
激
さ
れ
大
き
な
水
ビ
ジ
ネ
ス

然
と
し
て
大
き
い
。

急
拡
大
す
る

道
公
社
を
、

ま
た
横
浜
市
水
道
局
　
エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ
、

東
洋
エ
ン
　
る
の
か
」
に
つ
い
て
は
っ
き
り
と
　
の
機
運
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、

世
界
水
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
へ
の
参
入
　
は
ベ
ト
ナ
ム
の
フ
ェ
市
、

ホ
ー
チ
　
ジ
エ
ア
リ
ン
グ
が
協
調
し
、

ベ
ト
　
説
明
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
　
多
く
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、

日
本
の
民
間
企
業
に
は
、

　

ミ
ン
市
な
ど
を
、

名
古
屋
市
水
道
　
ナ
ム

・
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
上
下
水
　
】り
な
い
だ
ろ
う
。　

　
　
　
　
　
　
日
本
は
持
て
る
技
術
で
世
界
の
水

国
際
入
札
に
参
加
で
き
る
入
札
事
　
局
は
メ
キ
シ
ョ
シ
テ
ィ
を
、

さ
い
　
道
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

こ
れ
　
　
現
在
の
と
こ
ろ
、

政
令
都
市
が
　
問
題
を
解
決
し
、

世
界
か
ら
感
謝

前
審
査
資
格

（Ｐ
Ｑ
例
‥

複
数
の
　
た
ま
市
水
道
局
は
ラ
オ
ス

（ビ
エ
　
は
水
源
か
ら
蛇
回
ま
で
の
ト
ー
タ
　
国
際
貢
献
の
枠
内
で
取
り
組
ん
で
　
さ
れ
る
国
を
目
指
す
べ
き
で
あ
ろ

国
で
５
万

ン
ト

．
日
以
上
の
水
道
事
　
ン
チ
ャ
ン
市
水
道
局
）
を
そ
れ
ぞ
　
ル
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
最
適
化
　
い
る
が
、

海
外
で
の
事
業
は
、

相
　
う
。


